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内 容 梗 概

日常しばしば電話をかける相手の電話番号をあらかじめ装置内に記憶させておき,電話をかけるときほ,い

ちいちダイヤルを凶すかわりに,相f名の押し･ボタンキーを押すだけで日動的に相手番号に相当するダイヤル

パルスを送出して相手を呼び出す新形式の1′1助ダイヤル装置を開発L･た｡この日動ダイヤル装置は,特に繁忙

なビジネスマン用として設計したもので,従来のこの種装置は1人の使用者に-･#有さjtる形式のものであった

が,本装置は1台を数人(最高10人)で能率｢伽こプヒ向使用するものである｡装‾岸本体を部屋の片隅,あるいほ

机の側向などに設挺し,各人の机上には示名押ボタンキー10個をもつ小形のキーボックスだけを設けることに

より,机_トニ面積を小さくしてさ井務のじゃ■まにならないようにしてある｡機才謹をユニット化して,これらの組み

合わせにより,共同者数10人まで,収容電上古回線10回線まで,記憶容量鼠島60加入者までの範周で,使用条件

に応じた装置を提供することができる｡

1.緒 R

経済の照異的な発展に伴い,電話需要は近年著しく増加し,特に

ビジネスと電話はもはや密接不可分の関尉こあり,事務機械として

の性格が強まり,その使用回数もきわが〕多い｡一方,電信電話公社

の電話網は逐年整備されつつあF),自動化も進んで,東京では了川勺

通話でも7けた,市外では現在最高11けたの数で子二をダイヤルしなけ

ればならなくなっている｡このようにけた数が多くなってくると,

ダイヤルを回す操作自体が般わしいほか,相手番-ぢ-を暗記すること

は通常困兜であり,ダイヤル途中でもr叫し終わったけたを志方Lてし

まったり,せっかく回しても話巾であったりして,7～11けたに及

ぶ数字をまちがいなくダイヤルすることは,電話をかけることの多

い繁忙なビジネスマンにとってはたいへん苦痛になってきている｡

そこで,事務能率向上の面から日常電話をかける度合いの多い特定

の相手を簡単な操作で自動的に呼び出すことのできる装置の出現が

望まれるようになり,この要望に音臼って今｢軋 主としてビジネスマ

ンを対象とした新形式の自動ダイヤル装荘を開発した｡

欧米では早くから自動ダイヤル装臣に関心がもたれ,実用さjtて

いたが,最近ペルシステムではパンチカードを記憶嘉子とし,通前

回絡も内蔵したコンパクトな享臥抗を発起している｡わが国でも昭和

35年11月に公衆電気通信法が一部改正されて,この種装置の自営に

よる使用が認められるようになり,すでに商品化されているものも

数種あるが,これらはすべて各電話機ごとに1台ずつ自動ダイヤル

装置を取り付ける形式のもので価格も割りに高いので,会社の幹部,

そのほか一部の人々に利用されている程度である｡しかし自助ダイ

1rル装置は専属の秘告に命じて電話をかけさせることのできる幹部

のみでなく,自分白身でダイヤルをまわして,ひん繁に電話をかけ

る一般の事務担当者全部にも利用しやすい装置とすれば,その部門

全体の事務能率向上に役だつものと考える｡以下に述べる自動ダイ

ヤル装置は1台の自動ダイヤル装置を数人で共同使用できるように

し,また共同便用老数,記憶容量などは顧客の使用条件に応じられ

るようにして,会社などの事務関係部門に利用しやすい装置とした

ものである｡

2.設 計 目 標

2.1事務能率の向上

従来の自動ダイヤル装置は会社の幹部など一部の人々に使用され

*
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る程度であるが,本装置は自分自身でダイヤルを凹してひん繁に電

話をかける大多数の一般事務部門にも設備しやすい装置として事務

能率の向上をねらいとする｡

2.2 共 同 使 用

本来自動ダイヤル装置ほダイヤル中のみ必要で,発信1凹の陵用

時間は平均10秒内外で,通話時および無通話時は完全にあき状態で

あるから,1台の装置を数人で共同旺用Lて装置の稼掛率を上け,

かつ1人当たりの設備費の軽減を図ること｡

2.3 使用条件に対する適応性

共同使用者数,収容電話回線数,電話番号記憶容量などは設僻す

る使用者によってそれぞれ異なるので,各機能回路を合理的にユニ

ット化し,これらの組み合わせで,楼能的にも価格的にも使用条件

に適応し得るようにすること｡

3.設計上の配慮点

上述の基本構想に基づき枚能,取り懐いおよびこれを実現する方

式,構成などの細部については次のような点に配慮を加えた｡

3.1条 件

(1)既設の電話設備に直ちに付加して使用できるようにするた

め電話機および交換機に改造を加える必要のないこと｡

(2)操作を簡軸こすること｡すなわち,発信するとき希望の相

手加入者の選択はロータリスイッチを回したり,示名カードをそ

う入してからスタートボタンを押す方式もあるが,これらほ2段

操作となるので示名キーの｢ワンタッチ+とすること｡

(3)共同使用者数および収錨電話回線数ほ最高10人,10L叫線ま

でとする｡事務部門の最少中位グループ,たとえば諜ないし係に

設匠されている電話機および電話回線数は嵐烏10台,10回線程度

と考えられるので,この範囲｢勺で各種の組Å合わせを考慮する｡

(4)電話番号の記憶けた数ほ11けたとする｡これによりP.B.

X内線から自動即時地域全域をカバーできる｡

(5)机上には小形のキーボックスだけを置き,装置本体ほ部屋

の片隅に置いて甘務のじゃまにならないようにすること｡

3.2 方 式

自･動ダイヤル装置を実現するには,いろいろな力法が考えられる

が,大別してモータ,カム,ギヤなどを用いた焼械的運動を主体と

する方式と,リレーや半導体などを用いた電気的動作によるものと

がある｡

本装置は共同使用のため一般の自動ダイヤル装置の使用回数の数

…61-
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(b)各山腹にプランナ笛講機2～3個が接続される場合

第1図 自動ダイヤル装置の接続系統図

倍になるため機械的運動方式を避け,長年にわたって設計,製造に

経験があり,動作確実な交換機回路の設計手法を用い,リレー回路

を主体として構成した｡第】図に本装置と電話回線および電話機と

の接続系統を,また弟2図には本装置の内部機能回路をブロックで

示してある｡次にこれらについて概要を説明する｡

この自動ダイヤ′レ装置は複数の電話磯と電話回線との問に弟1図

のように縦続に接続して使用するもので,各回線とも単独電話の場

蝕ま第1図(a)のように,またブランチ電話のある場合は弟1図

(b)のように接続する｡各電話機側には呼び出すべき相手名称対応

のキーをもつキーボックスを置き,これらのキーボックスは装置本

体に接続してある｡発信の際ほ送受器をあげて,通話したい相手の

示名キーを押す｡

第2図で動作経路に示した番号に従って動作の概要を説明すると

①:キーボックスの示名キーを押す｡

②,③:その情報が制御回路と記憶回路に与えられる｡

④:制御回路では捕捉回路を起動し,自動ダイヤル装樫

を発信した電話機の回線にのみ接続し,ほかの回線

に対して閉そくを行なう｡

⑤:同時に制御回路ほパルス発生回路を起動し,ダイヤ

ルパルスを発生させる｡

⑥,⑦:このダイヤルノミルスほ描捉回路を経由して回線に送

出される一方,パルス計数回路にも送られてパルス

数が計数される｡

⑧:計数された情報ほ制御回路に逐一報告される｡

也:一力甜忠回路にあらかじめ.了山鼓されていた相手の電

話番-り▲たけがし如こよって起動され,その数字情緒が

トラ■-た_1二け回路の動作によって一数字ずつfliU御回路に

送られるようになっている(

⑲:この数字情報と先の計数回路からの計数情報を制御

回路で照合し,両者が一致したときパルス制御情報

をパルス発生回路に送り,回線へのパルス送出を梓

第2図 自動ダイヤル装置ブロック図

JLする｡

⑪:しかし計数回路には引き続きパルスを加えて次の数

字送出までの間に必要な一定の時間間隔(ミニマム

ポーズ)を計数したのち,この情報を制御回路に送

って再びパルスを回線に送出するよう指令する｡
⑲:ミニマムポーズ計数中に次のけたの数字を記憶装置

から取り出すため,制御回路はけた上げ回路を動作

させ,次の数字の送出制御に備える｡

以上の動作を順次繰り返して相手番号の全けた数字を送出すると

制御回路からは全停止指令を各部に出し,各回路は復旧し,本装置

は次の電話機からの発信に備えて待機状態となる｡

3.3 自動ダイヤル装置本体

(1)構 造

第3図は本装置の外観を示すもので,全金属製キャビネット内

に各棟能回路および電源が産1み立ててある｡寸法は一般の事務机

と同じ高さにしてあり,事務机の横,あるいは部屋の片隅などに

置いてじゃまにならぬよう考慮してある｡

第3図 日 動 ダ イ ヤ ル 装 置
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第4図 自動ダ■ィヤル装置実装図

第4図に本装あ賢の実装の概略を示す｡各樅能リレーグループは

簡榊こ増設,変更ができるよう配置してある｡掛こ記憶回路ほ必

要なリレー回路と番-ぢ･記憶の機構部を鉄板2枚幅に組み込んだも

のをi亨弓.位として,必要数だけ■ド段から2枚幅おきに搭載するよう

にして番号の設定を容易にした｡

(2)構 成

本装躍を使用する事務所などの,既設電話機数や電話回線数が

さまざまあることおよび記憶すべき相手の電話番号数の増加も考

慮して,各機能回路を合邦的に組み合わせたユニットリレーグル

ープを数種用意し,これらの組み合わせでおのおのの希望に応ぜ

らjtるよう構成した〔おのおのの組み合わせを第】表に示す｡

基本リレーグループは舞2図の制御回路,計数回路,パルス発

生回路,けた上げ回路および電源回路に相三【1する機能をもち,ど

の組み合わせにも必ず盛木として必要なリレーグループである｡

制御l可路はl'1動ダイヤ′し装際の動rドシーケンス全体をつかさどる

頭脳｢t勺部分で,必要な指令ほすべてここから出される｡

標準的な動作機能については,すでに2.3で述べたとおりであ

るが,細部については,たとえば次のような点を丁美してある｡

P.B.X内線から局線へ発信する場合,通常第1数`子二として"0”

を回して局線を捕捉し,局線から送られるダイヤルトーンを待っ

てから所定のダイヤルを行なうのであるが,l′1動ダイヤル装繹の

場合,このダイヤルトーソの確認は困難なので,最初の"0”と次

の数乍との間のポーズほ,普通のミニマムポーズ(0.6秒)よf)長

くとる必要があり,本装『亡でほ般初に"0”(局線発信の表示)が

くると次のポーズは標準のミニマムポーズ0.6秒をとった後,け

た上げを行なオっずに【‾‾平手丁ち_-+を行ない,さらにもう一度0.6秒

のポーズをとってから壬汚2数字を送出するよ.うにしてこれを実現

した｡｢‾ヲ封j■ち.+は0,1～1秒の間に調整可能で,ポーズは結局

(0.6×2)十(0.1～1)=1.3～2.2秒得度の間で適当な時間に調紫する

第5図 番号記憶部の供構
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第1未 使用条件と機諾子の組み合わせ
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ことができる〔

このほか,けたの少ない番号の場合の速復旧,取消キーi･こよる

復l口,発呼老呼放棄の場合の速復旧などの機能をもたせてあ

る〔

パルス発生回路はトランジスタをJ‾11いたフリップフロップでパ

ルスを発生し,これを増幅し,ワイヤスプリングリレーで小淋し

て,ダイ17ルパルスを線路に送｢Hする一方,各機能川路のて別納川こ

使用した｡フリップフロップには唱比安娃化州洛カゝら電抑を供給

して安定なパルスを得るようにしてある｡

加入老リレーグループは捕批回附こ相当する珊分で,日動ダイ

ヤル装琵を自己の回線に捕捉し,他の回線に対Lて閉そくを行な

い,かつ発呼者の監視を行なうリレーグノし-プで,(A),(B),

(C)の種別ほ,電話回線数,電話機数などによって使いわけるも

のである(第1表参黙)〔

記憶回路は柏手の電話番号をあらかじめ記憶する部分で,記憶

容量20加入者分を単位としてあり,必要に応じて60加入‾首まで

増設可能である｡

これらのリレーグループにはすべてクロスバ交換機に用いられ

ている動作が安定確実で長寿命のワイヤスプ1+ングリレーな川い

ている｡

(3)番-り一記憶榔

番旨ナ訓患部の機構の概略を策5図に示す′､これはプリント板に

数字対応とけた対応のピン端子を記憶加入者ごとに植えたもの

で,記憶すべき電話番引こ応じてけた例のピン端子と数字例のピ

ソ端子間をリード線で接続するノブj(である∩蘇り一.1一法定,変妃を`才子
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P.B,Xより ‖0

ノ湖東へ発信すると

番号0のけたは,

に接続する

j

”などにエる

主上∃星垂星±旦
そのけた端子

4けたの数字ほ2であるか仁J,
二jLに校式にする

8けたの数字は1であるかJ⊃,
これに如式にする

9けたの数字ほ1であるから,
これに挺式にする
番号が11けたの場合はENDに
接続する必黎はない

第6図 番 号 設 定 の -一 例
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為にするためリード線の先端にはピン端子にそう入するチップを

謝すてあるっけた番号中に同一数字が多数ある場合でもけた側の

ピン端子を用いて複式接続とするカ法により,小形に構成するこ

とができた｡弟占図ほ一例として(0),(03),(270),2111の設定

を岡解したものである(1この番号記憶部は最高11けたまでの電話六

番号を記憶させることができるが,この範囲内でけたの多い番

ギ,少ない番与ナを全く任意に混用することができ,けたの少ない

切付ほ特に制御回路の動作と相まって,所定のパルス終了後直ち

に矧程を復旧させ,無効化さ摺時間を少なくするよう考慮Lてあ

る｡

3.4 キーボックス

キーボックスの外観を弟7図に示す〔こJtは呼びfUすべき相手加

入者10人分のホ名車ーと取消キーおよび日朝ダイヤル装折が使用中

であることを表示するランプ(BLランプ)と,自分が使用してい

ることを表示するランプ(CLランプ)とを机上のじゃまにならぬ

ようコンパクトにまとめたものでぁる｡キーボックスのコードほ電

話線とは別に｢1劫ダイヤル装採水体に但援引込ふ,許示一石キーの接

∴ま回路を,それぞれ希守呈する記憶回路へ接続する｡この取分,同じ

記憶回路へほかの復数例のキーボックスの示名キー接点回路を重複

して接続すれば,li可し相手をそれぞれのキーーボックスから呼ぶこと

ができる｡

4.仕 様

以卜述べたところを要約すると,本装荷の仕掛土下記のようにな

る〔

(1)共同便同者数 崩品10人まで

(2)収容電訴回線数 ふム1盲10lr-fl線まで

(3)記憶加入者数 J如焉60人まで

(4)記憶けた数 11けた

(5)呼 州 数 1回

(6)線 路 紙 抗 電話機扶抗を含み1,000n以内

(7)ダイ17ル速度 9､11Inlp/s

(8)メ ー

ク 率 33±3%

(9)電 源 AClOOV 50､60c/s

5.使 用 法

5.1発 信

(1)送受器を上げ,ダイヤルトーソが聞こえたら希望する相手

の示名キーを押すと,自動的にダイヤルパルスが送出されて相手

を呼び附す｡このとき,全部のキーボックスのBLランプが点灯

訂 正

本誌第46巻第2号掲載｢東北電力株式会社新潟

火力発電所納第3号機250,000kWプラントの計画

および補俄について+の文中,16頁第5図は誤りで,

右図のようになります｡

おわびするとともに訂正いたします｡

評 論 第46巻 第4号

第7岡 キ ー

′Jミ ック
ス

し,装群が使用中であることを表ホする｡悼間中ほほかのキーボ

ックスでキーを押しても無効となる｡発信者のキーボックスで

はCLランプが点灯し,臼分が矧茸を使用していることを表示す

る｡ダイヤルパルス送出が終わると,全部のキーボックスのラン

プが消え装置があき状態となる｡

(2)キーを押し遣えたときは聴許iキーを押して一度装置を復旧

させ,再び希望のキーを押せばよい｡

(3)途中で呼を放棄するときは送受器をかけるだけでよい｡こ

のとき装置は約1秒以内に役l目し,次の呼に応ぜられるようにな

る｡

(4)記憶していない相子に電話をかけるとき,また停電のとき

は本装荷とほ全く無関係に,普通の電話機と同じ操作をすればよ

い｡

5.2 着 信

着信があればその凹線のベルが鳴るので,普通の電訪磯と全く同

様に応答すればよい｡

占,緒 言

斯い礪話サービスを提供する装置の一環として開発された共同

性用のできる新形式の自動ダイヤル装置の設計のねらいと,その内

紳こついて述べた｡この装f軌よ従来品と異なり,特に電話をかける

ことの多い事務担当即ワ,たとえば商社,銀行,証券会札 デパー

ト,‾【二場,交通校閲などの常業部門,購売部門に好適で,特定の人

だけでなく,多くの事務担当者が利用できる点に特長があり,その

i･即ヨ全体の宙務能率の向上に役だつものと考える｡

終わりにのぞみ,本装置の開発に当たりご指導いただいた関係各

什に深く感謝の意を表する∩
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